
○宮崎市生活道路用地寄付に伴う助成に関する要綱（抜粋）

○測量・分筆

○工作物等の撤去

セットバック等に伴う用地寄付の手続、助成制度の概要について

分筆前 分筆後

　　寄付部分にブロック塀や生垣等の構造物がある場合は、申請者で撤去していただく必要があります。下の写真では、寄付部分にある
  ブロック塀を撤去しています。
　  ※寄付部分にある電柱も、民地内に移設する必要があります

撤去前 撤去後

　　分筆とは、一筆の土地として登記されているものを、二筆以上の土地とする登記のことをいいます。なお、分筆するためには、隣接地との
境界確定や測量を行う必要があります。
　下記の図面は、８２番の土地について、寄付をするセットバック部分（８２番２：青）と宅地の部分（８２番１：赤）に分筆した例です。

　狭あい道路（幅員４ｍ未満）での建築確認に伴うセットバック（建築後退）などにおいて、後退部分の用地を市に寄付す
る場合は、寄付予定地の境界の確定や分筆作業、寄付部分にあるブロック塀や生垣等の撤去などを申請者で行ってい
ただく必要があります。なお、市道部分のセットバックは、申請者が行う分筆登記費に対して、費用の一部を助成する制
度があります。
　まずは、用地寄付が可能かどうか確認を行いますので、道路維持課もしくは各総合支所の農林建設課にご相談くださ
い。
　※私道部分のセットバックについては寄付を受けることはできません。

第２条　

　（１）市道認定基準第３条に基づく用地寄付

  （２）宮崎市道として認定及び供用開始している道路で、幅員狭小による拡幅要望に伴う用地寄付

  （３）宮崎市道であって、建築基準法第４２条第２項に基づく狭あい道路の後退にかかる用地寄付

  （４）宮崎市道であって、建築基準法第４２条第２項に基づく狭あい道路に面する土地で既に建築等で後退している後退用地の寄付

       申出による用地寄付

　（５）建築基準法第４３条第２項第２号許可の対象となる通路（市道に限る。）に接する後退用地の寄付



○所有権移転

○生活道路用地寄付に伴う助成制度

○用地寄付事前協議から助成金交付までの流れ

寄付証書 登記承諾書

　所有権移転後、申請者が行った分筆に要した費用は、下表のように一部助成ができますので事前に協議してください。
　※市道のみ対象。法定外道路は助成対象外。

助成金の項目 算　出　方　法 上　限　額

分筆登記費 寄付部分の分筆登記に要した費用 ２５万円

隅切補償金
固定資産評価額に面積を乗じた金額

（市道認定基準に合致する隅切の場合のみ）
市街化区域　６万円

市街化区域外　３万円

　道路として必要な部分の土地の名義（所有権）を宮崎市に変更するための作業です。法務局への登記申請については宮崎市で行います
が、寄付対象となる土地全てについて、寄付関係書類（寄付証書・登記承諾書）に所有者の署名および実印を押印し、印鑑証明を添えて提
出してください。
　登記されている所有者が亡くなっている場合は、相続人全員分の寄付関係書類を提出してください。また、寄付対象の土地に、抵当権等
の所有権以外の権利が設定されている場合は、申請者において権利の抹消をしてください。

※ただし、①助成対象者が市税を滞納している場合、②暴力団関係者である場合、③市に所有権移転ができなかった
場合は助成をすることはできません。

寄付部分の所有権移転を行います。

現地調査を行い「事前協議回答書」を
交付します。

宮 崎 市

助成金を決定し、交付決定通知書を交
付します。

「生活道路用地寄付事前協議書」を提
出してください。
道路維持課・各総合支所農林建設課

土地の測量・分筆、工作物等の撤去を
行ってもらいます。
作業完了後に寄付に必要な書類を提
出してください。

「寄付助成金交付申請書」を提出してく
ださい。
滞納無証明書等の必要書類を添えて
提出してください。

寄付部分の舗装等の整備を行います。

申 請 者

・宮崎市役所建設部道路維持課    電話 0985-21-1802

・佐土原総合支所農林建設課　　　 電話 0985-73-1189

・田野総合支所農林建設課　　　　　電話 0985-86-1115

・高岡総合支所農林建設課　　電話 0985-82-1115

・清武総合支所農林建設課　　電話 0985-85-1106

相 談 先


